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外観 lニ疋常なサケ，カ ラフトマス及びサ クラマス成熟

規魚の Aer，γ叩'omon叩aωssalmo仰n仇2仏L丘ω=α:idα保有状b

野村哲..吉 3水k 守“ .木村需久.，
打開1，ド 3月 20n受付}

Prcvalence of Aeromonas salmonicida In thc chum salmon (Olll'orhyllrllll.i kt'la)。

pink salmon (0. gorbuscha). and masu salmon (0. m出 011)

returning to nvεrs in Hokkaido 

Tel~ Ll ich ・ Nomurn

“Hokkaldo Salmon Hotchery. Fisherln Agency. Nakanoshlma 2-2， 
Toyohira-ku， Sopporo， 062 Japan 

."FocuIIY 01 F1sherles， Hokkuido Unive問。 Minato-moc1r{)-1， 041 Hokodule 
(Received March 20， ]991) 

Prev創刊ceof Aeromonus !u{mon{cldo was sludied in mature chum (Oncorhynchus kelU)， pink 
(0. gorbu!cho)， and masu salmon (0. m匂1011)withoul signs of furuncu]osis. From Seplember 
1979 10 November 1990， a 101a] of ]S，264 chum， pink and masu sa]mon were collecled from 
33 rivers. We iso]ated A. salmonicfdu from chum salmon in 18 of 28 rivers and Ihe prevalence 
ranaed from 1.8 10 34.4.¥'0. For pink sa]mon populiuions，バ !almonlcfdowas 施。]aledin 9 of 
]4 rivers wilh prevaJence ranaina rrom 1.71014.6%. In masu sa1mon， A. sulmonidda was 
isolaled in 6 of 10 rivers and the prevalence ranaed from O.S 10 3.7%. T悼 aboveresults 
indicaled thal A. solmonlcfda distribuled widely in the populalions of mature salmonids， except 
those in the rivers on Ihe coa51 from Tsuaaru SlTail 10 Uchiura Bay. The annual change in 
prevalence of A. salmonic:idu in salmon was cl05ely related 10 Ihe fish densilY in the holding 
ponds for maturation. The viable numbers or A. solmonicfdo in the kidney were found 10 be 
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せ。そう仰は~(\ flIの 1111潟性俣病のなかでI 多方耐から 対象のサケ雌I!J矧に閲する銀行は内野 (1967)及び木村

ザ ‘閉されてLる代型略的な復備であり， McCraw (l問)， (197.仰があるにすぎない.

Herman (1968)， tl:l，¥ (1978) &ぴ Austinnnd Au叩n

(1987)の成111.&び総院にある .t.j Iこ.多くの側Ttがはら

れる.

サ炉マス.IM"'I'!r$における筏仰のうれ， せ勺そろ刺

11 ~ザケ (Oncorhynthus kela) lJl1.uヘヨザタラマ 7，(0 

IIIOSOU)，ベニザケ (0.ntrko)に大きな被拘を与える ζ と

から仰にif('ll，!tL疾病の一つである。従来せ勺そう仰にl則

rる研究の対'.は!としてlHtU(1及びそれら111来"'1;(凶

i'+'i A，.rolllonas safmonlc/doに閲するものであり.JII身代

.. ~ケマ克明両院本1障におけるぜ勺そろ術的崎学的冊

兜ー『

・ *疎Ti'・北帰;dさけますA化劫
u .]1 地道 ViI:-i<権争柿食品---f.HItt '1'.物7..附6

"ヲそ勺r;"効!l!的"対策の飢，'f.には.i: 'flJl.((¥にお

ける A.so/l.岬 'nicldoの保有状況を的舗に杷砲し地則的

な分布をゆlらかにし，分布地域から"I!Jあるいは卵作動

の焦 II:~ による 。 円切れの鉱大を防 11 しなければならな... 
I1句鮒{野村木村.1981)で北梅沼内の¥;'t，iな+ケマ

スIJ'IH(川川に州上したザケ カラフトマ7，(0. KorbllS-

chu)及びサタラマスのIR沼!Mll魚bら A. $a/monidda 

が河川によ。ては高率で検出される ζ とを傾告した。 L

かしI その紡果は単年度め限定された納果であり!検出

品似の長期の変動やさらに広範な河川に欄k寸るφ ケ廊.((¥

t1 N1.(¥に対する検"が必"と考えられた。
本'aprでは以上のような餌点から.JII釧'1'案。ニIIh、ら



'''' 'fH{!i-・古水 色r・木村脅久

れるサケ カラフトマス及びサタラ マス成納税f鳥の A

so/，川削icidu保布状配ならびιその地理的分布をさ らに

明らかにすることを嗣的に。北換j.ill内のt曾到底事費院m成熱
製，('tの A.su/monicidu保有状況につtて検討したので

その給処ιつtて似告する.

材料及び方法

俄鉱..及び網査期間

では石狩川.'R!lI川及び暢fltJIIの成熟縫製l!.tをそれぞれ

10， 10 1il..ぴ 40Jさ さらにカヲフト マスでは際法川の成

納雌製胤を '0厄供保した.
A. sulmo"icidoの検出記長

野村 ・木村 (1981)，古水 ・野村 (1989)に従って実施し

た。すなわも保卵後供ぷ1.(\の科臓を無菌((~にY漏出させ.

中央郎を白金』ドまたは減凶納怖で知県Jして 普lfi京:klf'i
地{娘僻}弓'1院に塗抹した後 実験昔話に持ち鍋り 20・c
で7ar':J'tl策した。 本方訟における検出限界は10'cru/a 

腎民であ勺た.

w腹中のヨ駐留数の測定法
供1.tM!の腎陵中央却を無劇的に嫡出して，減崎乳鉢に

1979 ~I から l骨o ilまでの 12年聞にわたり.北a坂道

内の Fig.lに示 した 3lの主裏なサケマス瑚般向)11に

棚上後，悩刻のため指貸したサケ，カラフトマ'-"&ぴサ

タラマス成納1lI魚を111~ た.供品占魚には、ずれも外観上

4官。そう州の症状はI!められなかった。

u.此した雌成熟lJW¥Iエサケ， 9，434尼， カラフトマ λ
3，165 I己 サタラマス 2，665J忌の合計 15.264，道 路底

納税魚はI サケ 180Je. '11ラフトマス 曲尾I サタヲマ
ス 40J琶の合計 280J笹であ。た.

とり仰此後!検体の9倍』止の.1;.JlJ!食!lI水を加えてオモゲ 、，
ナイス後 10 倍段階希釈をf1~ 、調丹駅系列を j'l'Jt{ lt..: o 狩

調1iJ{!1立は Amos(1985)に従レ無限大の似集団民対

応できる標本局散として各河川飯田 60尾 (目%信制}

としたが.)旬殖事療上rr，裂なi<'IJIIにつL、ては 11ド聞に数
問:J!催した.

ftMt二おける A.su/t叩 nid由生繭数の榔i.i;.• ニはサケ

通療実崎地(栄僻}平仮 2 f!:を m~ 、て。希釈材料をr宮地

表耐に!fHIし 20QCで7臼間際費後 出現した耐色盟

国 Z 一段をm生L.A. s，“fmOllicida生前放として求め
た.倹山限界は 50cfu/a腎障であった.

A. sQ[monicid"の同定法

府地上に111mした紘j色色'憶を度当するコロニ』を釣附
L. "tt.通事天府地{栄跨}をIII ~ 、て 20・C で純Jff ll後

p。凹町(1984)に従L生化?的性状を検盆し.グラム弘、

p 

cク

Flg. 1. The rivers whcre chum， pink and masu s.almon were collected ror e~amination 
1， Hckirichi; 2. Moh叩 3，Shiriuchi; 4， Shubuto; 5. Shiribctsu; 6. Ishikari; 7， 
Shokanbclsu; 8， Nobusha; 9， Teshio; 10. Tonbeuu; 11， Horobelsu; 12， Tokushibetsu; 
13， Horona・;14， Shokotsu; '5. Yubetsu; 16. Tokoro; 17， Abashiri; 18， Mok。川町 19. 
Shari; 20， Jwaobetsu; 21， Kunbetsu; 22， Ichani; 23. Shibetsu; 24， Toboro; 25. Nishi 
beISU; 26， Furen; 27， BeIlOU&II: 28， Kushiro; 29， Tokachi; 30， Shiz.unai: 31， Niikappu; 
32， Shikyuu: 33， Yurappu 

、J
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性でi'Jl動伎がなく }制色色繁を厚長生し，ヵタヲ ゼ オ

キシダーゼ陥位。グルョースを分解しガスを蹴'1:.するも

のを バ Jufmonicidaとした。

結果

鰻成黙級魚における A..fulmonicidaの分布Eぴ績幽

率の年変化

外観」 せっそう釧の症状の見られないサケ カラフ

トマス及びサタヲマスの A. .folmonfddo保有枚況を

Tables 1-3に示した。なお 19791f.の結集は前椴 urf

村・木村 1981)の紡!l!を用いた.

サケでは，調布しに 28河川の内 天N:JII.t!i別JII

d 徳it:.別川悦内川常昂川i 網走JII.灘署予JII 斜虫JII
{J'茶仁川.標flt111.当幌m.商別川 島氏越川斜路川.

凋慨を実纏したが 1987 iドにIJ~吠した 97 re中 1厄か
ら検JI¥され.1990年にも 60居中 3{益から検JI¥された。

繍出率の時期知1変化
石狩川に棚上したザケ 1~1l雌 fll.((\における A.sul 

monidda検111彬の時期劇変化を FIg.2. Iこ示した。

石狩川における検IU~ドは. 1979年から 198411':の聞で

は。月別に見ると 9JJt巳侭L怖を示 したが仰納宇野策他

への収脅足震が刷加する 10月上旬以後は向くなり 取

特庵11が減少する 10月下旬以後に1'lぴ低下する傾向が

みられ. ~I らかな時期別!I'化が認められた。 倹111率は

1981年 1011 21日にA趣向 80.0% を示し1':'0これに対

して似納部d宅地が盤備され，初水と州川A<をI!合して使

JIIするようになった 19旧 年以降はI 倹附司ドヵ、低下し，

1984年までのように明楕た時期別変化はみられなくな

I-&JII， li符JII，.1t内川及びf<~I;. JIIの 18 河川に棚上し 。1.:."

た成納1)1..((¥から A.salmωnidda 力検出 され，その検JI\~ 雄成熟綬魚かりの A.Jalmonicidaの検出事

は 1.8"';から 34.4.9';であった" 1980年及ぴ 19881，'.に;a州 4州川の 3.((¥組合計 280

測班Jg間を過して鯛査を突憶した石将川のサケ雌成熱 砲の威川餓創魚を対象に健在した A..falmoniddoの保

観魚からの A.salmonlcido検川本の続年変化では 1985 布状況を，同時に網干目した雌叙.((¥の航!l!と共に Tllble4 

4ドを除いて鰐句検/11され.愉/11本は 2.19';から 44.59'; κ示した.

であったが，調夜の後半 1985旬以降に侭下する傾向fJ. 1980年 10月の有符川では峰鋭Jnからの A..fulmon 

λられにo u;fdaの検!111ftが 23.39';.tbUJ./魚では 35%であ。たがz

斜!lUflではg聞の側査を;J!.したカ ，綱訟の後半"剖 11月にはJ'UIl魚で 1.196.雌視魚で 3.39...さらに 1988

年及び 1990年に A.salmoniddaカ検出された。 年 IOJlではJ{"1l魚が 8.3%.o:量級魚が 5.8% となり，

また 1'"川では?同調査したカ:全ての年で分躯され 雌創院による検/11本に大きな穫は認められなかったa幌内
その検1111+:は 3.396から 29.1% であ勺た. 川のカラフトマスではmlJlf!.¥の 6.7%から倹11¥された
カラフトマスでは綱貴した 1411")11の内，徳志例川 が..量級般からは倹11¥きれなかった.斜里JIIB.ぴ尻別川

幌内)11.常国川!網走川，網!ltJII.伊茶仁川。様神川 のサタラマス雌飢f!.lからは A.sulmaniddaは倹，11され

"l'1!川及び丙 ~I川の 9 河川に向上した成熟観魚から A

、'" saJmonic/da 泊、検11¥され 検11¥中は 1.79..から 14.69oで
あうた.

約'/ 1. 川では叫ケ川U! 91" 1訓 fr. な災"'ι た II~ 19師 4ドと

1990 仰にのみ倹111された.

i-:厄別川では 7伊1調査を実施したが、 ずれの'"にお

Lても A.sulmonicldaは検1/1きれなかった.

サタ ラマスでは調査した 10河JIIの内，尻別川 将司書

別川儒砂JII 斜 " 川標{~川及び丙別川の 6 河川に糊

l した成:~ tJlf!.\から 刈 soJmon附da カ倹 1 /1 され! その倹

11¥中は 0.5%から3.7:'oであ。た。

ザタラマλにおける年変化では 尻別川では 10阿の

網脊を尖値したが その内 7/1lJの側主Eで 1.7% から
ゼ

14.9:'oの成納観創から A，solmoniciduが検/11された.

また斜・IUIIでは 1980年治 ら 19咽 年にかけて 10阿

なかった。

腎障における A..fo/mo/licido金薗敏

ザケ及びカ ラフトマ Z 成~~拠，((\の 腎陵中の A. sul. 

mOIlIc/da '1:.1'41愛会 Fig.31>:."、した。

石狩川のサケ成飢餓Ill..(!¥からは. O~挺した 10 J量中 1

庖から，夫'"川では 10 rerl' I fflからA.salmonfcidaが

検11¥され腎陣中の封筒散はそれぞれ 1.9Xl0'cfu/s及

び I.2 x lO・ c fu/a であった.際I~川のサケ鰻I!W\では相

応中 22厄から検問され.'1 前肢は 5.0x10'から 2.1x

10・cfu/sであ吻た。

ま た際t l~JIIのカラ フト マス館飢魚では供試した 10

庖中 3尼から検出され鴎散は 1.0x10!から 4.1xJO・

cfu/aであ。た。いずれの魚債でも A.salmanlcldu以外

の"附殺は検11¥限界以下であった。
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Prcvalence cf A. nlm:J"icida in the kidney of chum saJm。、 sampledat the rivc:rs in Hokkaid。
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0/曲。/39
。/60
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Table 4. Prcvalcncc of A. safmonicida in thc kidncy of malurcd male chum. pink and 
masu sa[mon 

Datc Spccies Rivcr 

0" 6， 1980 Chum Ishikari 
Nov. 8， 1980 Chum Jshikari 
{k， 7， 1980 Chum Ishikari 
{k， l. 1980 Pink Horonai 
Aug. 28， 1988 Masu Shari 
Scp. 10. 1988 Masu Shiribctsu 
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Flg. 3. Viable number ofバ salmonic:idain the kidney or chum salmon sampled at Shibetsu 
River and Teshio River， and pink salmon sampled at Shibe¥su River 
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考 割健

I1旬報{野村・木村， 1981)におLて，北海道内の河川

に棚上後m:1.~ したサケ カヲフトマス及びサクヲマス'"

m制組からA.sofmonfcldaが河川によっては高串で検
111されるこ とを側約した。しかし，WI鯨 {野村 ・木村.

19制}の鮎!I!からは広範な北海道内の河川!の保有状況及

び長期の保守T状況を明ちかにすることはできなかった。

これらの山を明らかにするためI 今岡m般事築に用いら
れる観魚のせっそう病原因蘭保有状況を!前線 {野村 ・

木村。 1981)の結集に加えて，1980年から 199011まで

の 121('初Hこれt;.11， ~t溢巡の主要三神ヤ『夫暗唱'0( '11

〆 を対象6こ調査した。

今間 前線 (野村 ・木村 1981) よりさらι多rの河

川に糊上Lf;.外慢上在常なザケ カラフト守ヌ及びサタ

ラマス成熟視物ーから A.salmonicidaが検出されること

が示された。地R目的分布では A.solmonlcida は北海;]!耐

郎の津経梅峡から内向間までの太平洋治織の河川を除

き。北梅道内の広い地織の河川に槻tしたせっそう病の

促状を長しないサケ。カラフトマス及びサクラマス雌成

熟続魚から倹/11されることが明らかになった (Tables

1-3)。

北梅;n内のサケ民府矧からの A.soln仰nicidoの検J11

例としては小林ら (1963)の海水飼育中のサケ俄魚岡

野 (1967)の俄熱帯?を中のサケ級魚木村 (19子01のカラ

フトマス及びザタヲマスm，({¥の例などがあるが これら
はいずれも外観上明らかにせ。そう病の盛状が観察され

た病魚からの検111例である。

外観l:iE'i;-;.なサヶ Hf.ftJ!t1別f.(tからの A.soft岬 nicida

-" の検tI¥例につ、ては。 Dalyand Stevenson (1985)カア

メリカのオンタリオ州のブラウンマλ (5almoIrIlI1O)を

対象。こ 311問にわたり 286尼を別所しその 10.8;'6"か

らバ salmon間 daを検出したと鍬告しているが現程め

kころこれ以外の報告は見当らな".今岡の過去 12.1f 

聞の網査による.A， solmonlcldoのf.Mi!ごとの平均検IH

*11. ..，.ケで 13 ， 2 5'6. カヲフトマスでは 4.6~ムサクラ

マスでは 1.85'6となり Daly and Stevenson (1985)の

槻?lにJtへると+ケではほぼ事しい検山中であったが
カラフトマス及びサクヲマスではO\;~ 、検 UH.~を示した。

Smith (1962)及び Hewetson(1962)はイギリスの河

川で死じした大内作サケ (501mosalo.坊の 74;'6"及び88;'6"

から A.solmonicidaを検出したことを報告している。

しかしこれらの報告はL、ずれも供試魚が成熟後に死亡し

たnWtであること 典型的なせっそう病の佐状の見られ

る観魚であったことなどの点で，本研究の関妥結果と比

般することはできなし。

これまでにも述べたように。本研究に供したサケ!カ

ラフトマス及ぴサクラマス成納税魚t弘、ずれも外観上せ

っそう病の症状が認められないにもかかわらず その原

因簡 A.salmonicidaが高率に検出された。しかし調査を

実施した 口 年間I 対象河川の他熱帯建池において!せ

っそう病による>考えられる大股死亡は観策されてLな

し、。

魚矧病原体の飼育環境中への侵入続院としては.飼背

水ゃ:t;凡さらに人等が考んられるが，せっそう病の場

合集t..-I:t三要因!!. Horne and Maj (1918¥及ぴ

、l.c日‘ 11 -1 ~ :1 ~.;重量 て -ニ与吾妻 :E.:;::二

号，ーゐれと

A. solmonicidaは飢餓病原絹蘭の中tι"少之、絶対
性病原細菌であるとされ (Snieszko，1964)。また術.f!.¥は

7行主である胞と病原体との何11i聞係によって発納'すると

しわれている (Snieszko，1958)0今回の間"ff.t1i!.I!:にみら

れるように，北j街道のサケマス刷破事業の成納税魚の中

にかなりの割合で保菌魚(不則性態換魚)が存在する ζ

とは， fthJ.制度の低下や環境条件の.W化によっては，せっ

そう病がいつ大発生しても不思議ではなし状況と考えら

れる。

刷鰍(野村 ・木村 1981 )の結果はm句1'-1貨の鮎巣であ
り，検111ネの続'1変化を明らかにすることはできなかっ

たが。本報告の鮎巣から成熟観魚における バ "かωn

Iclda検出事の経句変化をみると 石狩川では 1981fJ'の

44.55'6を殿前にそれ以後検山本が低下し，減少傾句β

必められた。しかし他の河川では検111本は必ずしも経q

的に減少する.ril:;]を示さず，斜虫/11では /9前年にサク

ラマスで 196の検問中を示して以後，1989年にはサケ

及びカヲフトマス 1990年には+ケ カラフトマヌ及び

サクラマスから検出され石狩川とは逆に検出中のm加が
認められている o Smith (1962)は，イギリスの河川にお

ける成熱後の大西祥サケからの A.salmonicidaの検問

中を31Jo問にわたって湖1fし.A. salmonicidoが検出さ

れる河川では 3年間総統して!陽性となることを報告

し本研究と同憾の結果を示してLる。

なお石狩川において 1979年治ら /990勾までの間

A. salmonu:ldaの検出継を時期別に比鮫検討したとこ

ろ 10月上旬から中旬に検ul:t~がm加し。以後は低下す

る傾向が認められた。

Rabb and McDermott (1962)は河川のカワマス

(50lverinus fontinolis)を対象に A.solmonlc/daの検出



[46 'fHl'i-'.'i，* '.j'・木村JB、
中に&ほす水111の¥tJ慢ιつtて倹Jjし "出 lOQC以下

で 4.5，.';:， 1 0・C 以上では 22.2~.. J; ~省点制時に検出事が

m.[ずることを鰍倍して、る。本研究の制黙でも A
50"叩 "Iciduは"副h:ri百〈 保卵のピークである 10月比

検!I.laf:が市"0たが催納得実権設の改善により 検出
場が低下したことから 舟精度に鴇裂される他剣術提か

検出中に膨，を与えているものと雄策される.

とこゐで McCraw(1932)及び Smith(1962)は性別

によりせq そう釧の~!食品ドに鐙f.I;~められると鰻倍して

いるが本研究では性別による A.sQlmQnicidaの検/H.が

にmは.!zめられなかった(Table4)0 
A. sa/moniciduの腎腿における生磁般につt て 緑川

ら(1981)はア vゴを周Lた感染実験の結果から。 ~f.f\の

山，~する時点では IO'cfufaι"'することを搬倍してレ

る. 本研究のサヶ及びカラフトマ~の腎障における A

salmonic:fdaの生蘭政は!o"cfu/a以下であゥた(Fig.3)0 

ζのような A.salmonitlduの腎磁巳おける1;.蘭散を考

え合わせると 制使納税魚から A.501"ω'lIiαduIJ・尚率に検

山されるにもかかわらず，せっそう綱の持病がuめりれ
'L'のは腎臨における A.sa/monici出の生繭徴が死亡

にfる閣政に速してtなLためではなLかと考えられ

る。これら成I!HJ.u~\の腎陵中の A .5011岬nir:ldo の1:菌数

A少なt埋山としては強換してからのJUU:ijh:縫Lゆ・

あるLは分継された幽保1，/.，.11州原..株であり 将>l内で

のJt')N(I'I:li:よらなLためとも考えられ.乙れらの}，'，l.につ

いては今後検Jj-tる必要hある。
サケ属成納税f札から検出された A.saIIllQI/(c{duの起

源につLては，上流局長に生息LてLる繍鮒魚が原田衡を

体外に錫，uすることによって 河川に@紛したm.(l:'哨!!I
!Hたもの治 幼俄t(tn創刊池で感染金受け牟 4 リアの

ままh危機され.JJWI施、C<'"状態で~ 'l f.tILたこと巳よるも

のかのいずれ泊と吟えられるが，これらの剣謝lを:1ラ営をす

るためιは。仙の生活則のサケ踊J([矧における A.501. 

lI!ol1iciduの保有tl:i:5l1tぴ A.so{mollicfdaのJ，[体内にお

ける動織につL、ての検制。叫裂と考えら1品 。

今回 A.solmQnicida IJ:検出された阿川はいずれもJt

泌illにおける主艇なサケマ"!1M向JIIであるo1987年

の北海道さけ ・ますふ化場事泉成続酪によれば 検出さ

れたi・4川のサケ観飢からの係卵伎は 545，048予飽と北

海辺全体の 34.4%に遣してレる。現。ザケの保卵歓 β

少ない阿川の賀高{造成を fHI'~に 主艇な川1111.1・ら卵の修

殖b活発に行われているが。 これに伴qて A.JQlnron守

山daの分布厳がさ らに広大する危険性が考えられ!初

虫色卵から舵.'lI.への伝掘の危険性も懸念されることから

paな A.sulnω川cidu対1il悩よZの必拡!t主fj:，)唆される@

S射 辞

本.，，，における県本の録保lま サケマスm航*擦の11
も忙し1時期であうたのにもかかわらず，北梅illさけ ・

1ます~ ftll勧各 4作業場及び社団法人北疏1ill さけますm鮒，"

!I!協会各位の絶大なるご協力を仰ることができた.特に

Jti!JAlさけ ・ます4・101防千鎌支場関係各位。ニは長期にわ

たり懐本縁取，災験，<<[の飼育ι多大の労をわずらわせ

た.ここに製むより感謝の.!l:を獲する.

要約

1979年から [.岨"までの 12irlHJにわたり北illill内
の」ヒ虫!な叫ケ γスJMN1川川に棚上Lたサケ カラフトマ

ス及びサタラマス成熱製魚を対'"，.こ A.sul"剛山idu保

有ttil/を調査し以下の結果を仰た.
l 供Sえしたサケ 9.434厄!カラフト Vス3，1651';;&

ぴサタラマ:A2.665 I忌の継成綿製(代のそれぞれ IJ.2!.. 

4.6%. 1.8%から A.salmonicidu fJ検出されたa

2 サケ成斜IJIぬでは湖盗しf.;28 ì'~ JIl q ， 18川!IIu・

ら，カヲフトマスでは 14河川中 9州)11からサタラマ

スでは 10河川中 6川川の雌成9再現魚から A.3011叩"
icida fJ・検出され.A. solmollicida IUItt1.泌敏から内illJi:"i

までの太平作伯仲を除く/J;，地I;<ι分。sしてtると考え

?llt.:.o 

J. (ir:J川の健t叫罰則1(tからの A.suln酬剛山 の検

山ーが1110 JJ l: fぜか~...'I '(1)1.二上)Ic，級品は 80，""にも
返した。これは IJI:~-!llJWtの悩納例liI奇数がm訓[-tるよ

とに限凶すると苛凡られた.

4 何lJD:?~ßl.((\の将腿小の A . $ullllω，ridJuの生州政

、J

は [.・ du/& 以ト Cあり。雌J此;::~mJ.(tIょせヮ -1: 'j州民工 、J
る死亡bみbれな、のは 腎箇'1'1')1州政均1少なく 小

胤性感換の状自由にあるためと考えbれた。

j. A. $u/molliciduカφ ヶIJIM[から検'"された河川

はI 保卵訟がJt泌近全体の 34J6Iこ迎ずるザケマスmw，
"擦の主裂なれ;JIIであり!際協{造成を目的とした卯の修

舶に伴、九 A.$oflllO/liciduの分，[ltiがさらに111;)にされる

おそれがあり， 'I t.:..鎚 X(\ lI ・ ら卵及び!1~j代への伝婦の危除

位も懸念された.
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